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現行の「商品・サービス」システムを取り巻く状況は、
どのような関連活動システムとして捉えられますか？

利用者（組織や人々）を特定する。
関連活動システムの捉え方＜意味づける＞

関わりのある組織や人々に とってみれば、
「こうありたい」とか、「～を ～ したいと思っている」のではないか？と自問し、
「～を ～するシステム」 として 捉える。
または、 「～を ～している」、「～を ～することができるシステム」 として 捉える。

利用客（海外部品メーカー）にとってみれば、

・適正量の部品をタイムリーに調達する
システム

・部品の適正在庫を確保するシステム
・発注業務を効率的に行うシステム
・納期管理を効率的に行うシステム
・大手製造企業に適正量の部品を

タイムリーに供給するシステム

として 意味づけることができる。

利用客（国内下請企業）にとってみれば、

・受注業務を効率的に行うシステム
・発送手続きの省力化を図るシステム
・部品梱包の省力化を図るシステム
・部品を指定期日に届けるシステム
・通関手続きを短時間で行うシステム
・代金回収を短時間で行うシステム

として 意味づけることができる。
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機能ダイアグラム

下請企業ごと
にそのつど部
品を発注する

部品の適正在庫を確保する
（海外部品メーカー）

日本の下請企業から適正量
の部品を調達する
（海外部品メーカー）

日本の下請企業からタイム
リーに部品を調達する
（海外部品メーカー）

海外大手製造企業に
適正量の部品をタイ
ムリーに供給する
（海外部品メーカー）

発注業務や納入
手続きに手間が
かかる

決済期間が
長くなる

・電話などの通
信手段しか持てな
い下請企業が多い

部品の輸出に
時間がかかる

通関業務に不慣
れな下請企業が
多い

有益機能

有害作用

矛盾を起こしている
有益機能

部品を指定期日に届
ける
（国内下請企業）

部品の梱包・発送手
続きの省力化を図る
（国内下請企業）

通関手続きを短時間
で行う
（国内下請企業）

下請企業の運転資
金に支障をきたす
（国内下請企業）

代金回収を短時間
で行う
（国内下請企業）
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【対立する特性】

【改良・改善する特性】
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仕様 能力 手段 ２・４

１５・３８

２１・３８

３５・２３

３・９

２４・２３

３・１３

２４・３３

２３・２９

３５・４

３７・３５

１０・３

３５・６

１０・２

３・５

１０・２

５・７

３７・１

６・２

３５・２５

１５・６

１・５

２・３

１２・２６

１１・３９

３０・３１

１１・２６

２・５

３６・１１

２・３５

１５・３５

２８・２５

５・２

６・２７

１５・２７

４０・１２

１１・２

５・９

１４・１３

２２・７

３７・１３

２５・１０ ３

コスト ２・４

１５・３８

２６・３４

１・１０

２７・９

３４・１６

１３・２６

３５・１０

５・２

２７・１

２６・３５

１・７

１０・２

６・１５

６・７

２３・２６

１５・３５

１０・２５

２３・６

１１・２８

１０・５

３５

１０・１９

３５・２２

１１・１３

２・１６

１０・３８

１３

２７・６

１・１０

６・１

１０・２５

６・１

２５・１０

１０・２５

２２・２

６・１０

１・７

７・２５

３０・２１

３７・２５

２８・２ ３

時間 ２１・３８

３５・２３

２６・３４

１・１０

１・２９

１０・４０

１５・２５

３５・１

５・６

２０・３５

５・２９

３５・２

７・２６

１０・１５

６・１５

７・３７

２５・２３

３５・２９

１１・６

２３・１９

５・１３

２３・２５

１０・２５

７・２

２３・７

２９・２

１１・７

４０・３８

６・１０

３・３５

７・１５

４０・２６

７・４０

１・２６

２３・２４

２・３７

６・１０

２６・２４

７・１９

２１・２９

７・２

３７・２０ １

リスク ３・９

２４・２３

２７・９

３４・１６

１・２９

１０・４０

６・２９

１５・１４

２４・３５

１０・３

５・３５

４０・２３

５・４０

２０・１５

１１・２３

３９・７

７・３

１７・２３

５・３５

１３・２６

１・１１

２・３４

１・２

１１・３８

１３・７

９・３７

１３・２２

２５・９

６・１

２６・３７

１１・７

２８・３５

１・２

３２・２８

４０・３６

６・１０

６・１０

７・２６

３６・１３

２５・２２

１・３

１０・２６

インターフェース ３・１３

２４・３３

１３・２６

３５・１０

１５・２５

３５・１

６・２９

１５・１４

５・６

１７・４０

１５・２３

２９・５

１５・４０

２３・３

７・５

３・３７

２８・４０

６・２９

６・３５

１５・１３

２・３３

３・１５

５・２

３５・１０

５・３５

１３・４０

２８・４０

６・１５

６・１

３・３５

６・７

４０・３８

６・３８

２０・１０

５・３５

４０・１３

２８・４０

６・７

４・７

２５・４０

１・６

３・４０

生産手段 仕様 能力 手段 ２３・２９

３５・４

５・２

２７・１

５・６

２０・３５

２４・３５

１０・３

５・６

１７・４０

１５・２５

３・１０

１・３５

２１・１５

６・２７

３５・２２

３・２５

１７・３５

７・１３

２２・６

１５・３５

１３・２２

３５・５

１３・２２

１５・１６

３・２

１０・２５

３・３３

３５・２３

１・２４

１３・１０

１７・２

５・６

１０・１２

６・１０

２・２７

６・４０

１０・２

５・１５

３５・２５

１３・３２

１５・２３ １

生産手段 コスト ３７・３５

１０・３

２６・３５

１・７

５・２９

３５・２

５・３５

４０・２３

１５・２３

２９・５

１５・２５

３・１０

１・２４

１９・１０

２６・１０

１・３

２６・１

３７・２５

５・２

３０・３５

５・３５

３１・２

２・３５

２４・１０

２・１３

１０・２６

１２・３

３５・５

１・３５

１０・２９

３・２

３５・１０

２７・３

１０・２５

１０・２５

２７・３

１０・３５

７・２４

７・１３

１・２４

２６・２７

２５・３４ ３

生産手段 時間 ３５・６

１０・２

１０・２

６・１５

７・２６

１０・１５

５・４０

２０・１５

１５・４０

２３・３

１・３５

２１・１５

１・２４

１９・１０

１０・２７

１５・６

１０・１５

３８・２０

５・１７

１６・３

５・２

３５・１３

３・１０

２３・４０

１３・２

３５・１０

２３・１２

３・２４

１・３５

１０・３８

３・１３

２５・５

３５・２５

５・４

３５・２９

１３・２５

１３・９

２６・２３

１３・１

３７・１７

１３・１５

２３・２５ １

生産手段 リスク ３・５

１０・２

６・７

２３・２６

６・１５

７・３７

１１・２３

３９・７

７・５

３・３７

６・２７

３５・２２

２６・１０

１・３

１０・２７

１５・６

５・６

２３・２０

５・２５

３・３５

５・３５

２３・２５

１３・２２

２５・１

５・２６

３５・２

５・１０

４０・２

１３・３５

２・１５

３・３５

１９・２４

２４・１４

１３・３５

７・５

３・１０

５・３５

３３・７

１３・２２

７・１３

５・２５

３・３７

２

生産手段
インターフェース

５・７

３７・１

１５・３５

１０・２５

２５・２３

３５・２９

７・３

１７・２３

２８・４０

６・２９

３・２５

１７・３５

２６・１

３７・２５

１０・１５

３８・２０

５・６

２３・２０

６・２

３７・４０

５・３０

１０・１５

５・３５

６・１３

２３・３３

５・２６

３３・５

２・２６

２３・１１

４０・２

２３・１０

３・１３

２３・１３

１０・１

１０・１４

２・２５

４０・３３

６・１０

７・５

１０・４０

２・３７

４・１３

供給 仕様 能力 手段 ６・２

３５・２５

２３・６

１１・２８

１１・６

２３・１９

５・３５

１３・２６

６・３５

１５・１３

７・１３

２２・６

５・２

３０・３５

５・１７

１６・３

５・２５

３・３５

６・２

３７・４０

７・３５

１９・１

３５・１

１３・２

７・８

１１・１０

６・３０

１５・４０

１１・２３

３５・１

２３・１１

２・６

２３・１１

２６・２

１１・２３

２４・２

２３・１１

２・２５

１０・３

２５・５

１３・４

２８・３７ ２

供給 コスト １５・６

１・５

１０・５

３５

５・１３

２３・２５

１・１１

２・３４

２・３３

３・１５

１５・３５

１３・２２

５・３５

３１・２

５・２

３５・１３

５・３５

２３・２５

５・３０

１０・１５

７・３５

１９・１

３・２４

３８・１０

２７・３

１９・２４

１・２８

６・３８

３５・２４

５・１３

２７・５

３５・２５

１０・２７

３０・３５

１０・１２

２・２７

１０・２４

２５・１

２・３５

１３・２５

２８・３５

２・３７

供給 時間 ２・３

１２・２６

１０・１９

３５・２２

１０・２５

７・２

１・２

１１・３８

５・２

３５・１０

３５・５

１３・２２

２・３５

２４・１０

３・１０

２３・４０

１３・２２

２５・１

５・３５

６・１３

３５・１

１３・２

３・２４

３８・１０

１０・２９

１５・１３

５・１９

３・１５

２５・１０

２９・１９

２５・２７

１０・２

２７・２

１３・３５

１０・２５

３５・６

２４・５

３５・２５

３５・１３

２５・１

２８・２

３７・３２ ２

供給 リスク １１・３９

３０・３１

１１・１３

２・１６

２３・７

２９・２

１３・７

９・３７

５・３５

１３・４０

１５・１６

３・２

２・１３

１０・２６

１３・２

３５・１０

５・２６

３５・２

２３・３３

５・２６

７・８

１１・１０

２７・３

１９・２４

１０・２９

１５・１３

５・１０

２５・３７

１・３５

６・２４

１９・１０

５・２７

２・２７

１０・５

２４・２５

１０・７

５・３５

２・１３

２５・２２

２・３５

５・３７

１５・６ １

供給 インターフェース １１・２６

２・５

１０・３８

１３

１１・７

４０・３８

１３・２２

２５・９

２８・４０

６・１５

１０・２５

３・３３

１２・３

３５・５

２３・１２

３・２４

５・１０

４０・２

３３・５

２・２６

６・３０

１５・４０

１・２８

６・３８

５・１９

３・１５

５・１０

２５・３７

１０・３１

２４・３５

５・１０

２６・１

２９・３０

２・２５

５・２５

１０・９

５・６

３８・４０

１３・２５

３９・２４

３・６

３７・２８

製品信頼性 ３６・１１

２・３５

２７・６

１・１０

６・１０

３・３５

６・１

２６・３７

６・１

３・３５

３５・２３

１・２４

１・３５

１０・２９

１・３５

１０・３８

１３・３５

２・１５

２３・１１

４０・２

１１・２３

３５・１

３５・２４

５・１３

２５・１０

２９・１９

１・３５

６・２４

１０・３１

２４・３５

２・２５

１０・３５

２２・２５

１５・３

１３・２２

１０・３５

２８・２５

５・７

２８・２５

７・２２

１０・２８

３・２５

１

サポートコスト １５・３５

２８・２５

６・１

１０・２５

７・１５

４０・２６

１１・７

２８・３５

６・７

４０・３８

１３・１０

１７・２

３・２

３５・１０

３・１３

２５・５

３・３５

１９・２４

２３・１０

３・１３

２３・１１

２・６

２７・５

３５・２５

２５・２７

１０・２

１９・１０

５・２７

５・１０

２６・１

２・２５

１０・３５

５・４

２５・１０

２７・３５

２５・１４

２６・２５

３７・３

２４・２５

３７・３

２８・３

１７・３７ ２

サポート時間 ５・２

６・２７

６・１

２５・１０

７・４０

１・２６

１・２

３２・２８

６・３８

２０・１０

５・６

１０・１２

２７・３

１０・２５

３５・２５

５・４

２４・１４

１３・３５

２３・１３

１０・１

２３・１１

２６・２

１０・２７

３０・３５

２７・２

１３・３５

２・２７

１０・５

２９・３０

２・２５

２２・２５

１５・３

５・４

２５・１０

１５・２９

９・１９

１５・２９

１０・１

７・２０

２４・３５

１・２

１５・３５

サポートリスク １５・２７

４０・１２

１０・２５

２２・２

２３・２４

２・３７

４０・３６

６・１０

５・３５

４０・１３

６・１０

２・２７

１０・２５

２７・３

３５・２９

１３・２５

７・５

３・１０

１０・１４

２・２５

１１・２３

２４・２

１０・１２

２・２７

１０・２５

３５・６

２４・２５

１０・７

５・２５

１０・９

１３・２２

１０・３５

２７・３５

２５・１４

１５・２９

９・１９

５・６

４０・３３

２０・７

４・１３

２５・３

２８・３５

２

サポートインターフェース １１・２

５・９

６・１０

１・７

６・１０

２６・２４

６・１０

７・２６

２８・４０

６・７

６・４０

１０・２

１０・３５

７・２４

１３・９

２６・２３

５・３５

３３・７

４０・３３

６・１０

２３・１１

２・２５

１０・２４

２５・１

２４・５

３５・２５

５・３５

２・１３

５・６

３８・４０

２８・２５

５・７

２６・２５

３７・３

１５・２９

１０・１

５・６

４０・３３

１６・１７

４０・１３

１・３

３７・２ １

消費者所得 要望
フィードバック

１４・１３

２２・７

７・２５

３０・２１

７・１９

２１・２９

３６・１３

２５・２２

４・７

２５・４０

５・１５

３５・２５

７・１３

１・２４

１３・１

３７・１７

１３・２２

７・１３

７・５

１０・４０

１０・３

２５・５

２・３５

１３・２５

３５・１３

２５・１

２５・２２

２・３５

１３・２５

３９・２４

２８・２５

７・２２

２４・２５

３７・３

７・２０

２４・３５

２０・７

４・１３

１６・１７

４０・１３

２・２９

３・３５

２

情報量 ３７・１３

２５・１０

３７・２５

２８・２

７・２

３７・２０

１・３

１０・２６

１・６

３・４０

１３・３２

１５・２３

２６・２７

２５・３４

１３・１５

２３・２５

５・２５

３・３７

２・３７

４・１３

１３・４

２８・３７

２８・３５

２・３７

２８・２

３７・３２

５・３７

１５・６

３・６

３７・２８

１０・２８

３・２５

２８・３

１７・３７

１・２

１５・３５

２５・３

２８・３５

１・３

３７・２

２・２９

３・３５

コミュニケーションフロー ６・２５

３１・２９

６・１８

３７・１３

６・２６

１８・１９

３０・６

３１・４

２・６

３５・３

６・２

１３・２５

６・３５

３７・１８

２・３７

１８・１９

２５・３８

３・２６

２・２８

３・３７

５・２５

２３・１０

３５・６

１・２７

６・３１

２５・３５

６・１６

１３・３５

２・３

１３・４

１０・２８

３７・３

２５・１

２８・３２

６・３１

２・３５

２９・３１

６・２

２・３

１５・１８

２９・３１

３０・７

２・３７

３・４

システムが受ける
有害要因

１１・２５

２・２６

３５・２７

３・２８

２６・２

３５・２４

３５・２

１５・２６

３・２６

３５・２８

２２・２４

３５・１３

２・３５

５・３４

２２・３５

３・１３

３５・２

２６・３４

３・２６

３５・２８

１３・１７

２９・２

１１・３５

２・３

３５・３

２９・２

２・１３

３５・３１

３・３５

１３・１４

２７・３５

３４・２

１・３５

２２・２５

３５・１５

１・３

２５・３５

１１・１５

１１・２４

３５・５

３９・３

５・１７

２２・１０

１・２ １

【 】



４０の発明原理

有用作用の継続（ ）２０

周期的作用１９

共鳴（ ）１８

もう一つの次元（ ）１７

僅かに少なく、僅かに多く アバウト （ ）１６

ダイナミックス（ ）１５

曲面（ ）１４

逆発想（ ）１３

緊張の除去（ ）１２

事前保護（ ）１１

先取り作用（ ）１０

先取り反作用（ ）９

釣り合い（ ）８

入れ子（‘ ’）７

汎用性（ ）６

併合（ ）５

非対称（ ）４

局所的性質（ ）３

分離（ ）２

分割（１

発明原理

高速実行（ ）２１

複合構造 複合材料 （ ）４０

穏やかな雰囲気 不活性雰囲気 （ ）３９

強化された雰囲気 強い酸化剤 （ ）３８

相対的変化 熱膨張 （ ）３７

相変化（ ）３６

パラメータの変更（ ）３５

排除と再生（ ）３４

均質性（ ）３３

色の変化（ ）３２

多孔質材料（ ）３１

薄く柔軟 柔軟な殻と薄膜 （ ）３０

流動性 空気圧と水圧 （ ）２９

もう一つの知覚 メカニズムの代替 （ ）２８

安価な短寿命（ ）２７

コピー（ ）２６

セルフ－サービス（ ）２５

仲介（ ）２４

フィードバック（ ）２３

災いを転じて福となす（ ）２２

発明原理

【 】

改良・改善する特性

海外（中国）の部品メーカー
は、日本の下請け企業からタ
イムリーに部品を調達する。
⇒１３ 供給・時間

劣化する特性

下請企業ごとにつど部品
を発注することから、発注
業務や納入手続きに手間
がかかる。

⇒２７ 適応性 融通性

原理１５．ダイナミックス
（ ）
Ｃ．システム、物体、プロセス
が融通の利かない状態であ
るならば、適応性のある柔軟
なものにしなさい。

原理１０．先取り作用（
）

Ａ．それが必要とされる前に、
要求される変化をシステムあ
るいは物体に（十分にあるい
は部分的に）導入する。

①部品メーカーと下請企
業の 対 の受発注から
対多の関係に変える。
②受発注・集配・納期・関
税手続き・代金支払回収
を一元化する。

③部品メーカーは専用シ
ステムに必要な部品の型
番を登録しておき、発注
時に必要な数量・納期を
入力する。
④代金立替を行う。

発明原理とサブ原理 仮説設定（アイデアレベル）部品
メーカー

大手
製造
企業

④部品
納入

海外 日本

下請
企業

①発注

②部品を
発送・通関
・配送

③代金
立替

ヤマト

グローバル調達支援システム



導入期 成長期 成熟期 衰退期

特定の目的（基本有益機
能）を持った「商品・サー
ビス」システムのライフサ
イクル（進化過程）

「商品・サービスシステム」 の基本有益機能
を構成する特定の有益機能を達成するサブ
システムのライフサイクル（進化過程）

特定の「進化トレンド」を「商品・サービ
ス」システムの基本有益機能の達成に関
わる特定のサブシステムの基本有益機
能で定義し、その到達レベル（進化レベ
ル）を上昇させて、サブシステムを進化さ
せる。（進化過程）
進化したサブシステムは、進化レベルを
上昇する以前の有益機能に関する矛盾
や有害作用が解消されていると捉える。

進化トレンドの進化レベル
が変わる局面

大きな
Ｓカーブ曲線

小さな
Ｓカーブ曲線

システム・サブシステムのライフサイクル



進化トレンド
１． 顧客期待 １７．境界の除去

２． 顧客の購入の焦点 １８．トリミング

３． 自己組織化に対する認識 １９．制御性

４． 知識 ２０．欲求階層

５． 能力 ２１．人間のかかわりの減少

６． プロセス思考 ２２．他との相互作用

７． システムの頑健さ ２３．聴取／コミュニケーション

８． モノ・バイ・ポリ（類似性） ２４．非対称性の強化

９． モノ・バイ・ポリ（多様性） ２５．市場調査

１０．モノ・バイ・ポリ（差異の増大） ２６．行動の調整

１１．分割 ２７．リズムの調整

１２．減退の減少 ２８．設計の観点

１３．諸感覚の利用の向上 ２９．非線形

１４．透明性の増大 ３０．構造的進化

１５．自由度 ３１．柔軟性の向上

１６．接続 ３２．垂直／水平ビジネスサイクル

進化トレンド：【Hands-On Systematic Innovation for Business & Management】2 004  by Darrell Mann

ＭＲＡ知識創造研究会 訳 （2007）

・一次産品
・製品
・サービス
・経験
・変革

・性能
・信頼性
・便利さ
・価格

・自己組織化の無自覚
・自己組織化を自覚
・ガイドされた自己組織化
・自律的な自己組織化
・自律的な能力成長（自己創出）

・データ
・情報
・知識
・知恵

１． 顧客期待

２． 顧客の購入の焦点

３． 自己組織化に対する認識

４． 知識

進化トレンドと進化レベル

進化トレンドは、「顧客の購入の視点」であり、トレンドの定義（サブ
システムの基本有益機能）は、「宅配の利用度を高める」とする。
この「宅配の利用度を高める」という有益機能の進化レベルが上昇
することで、小さなＳカーブ曲線が形成される。

大きなＳカーブ曲線としての
「小包を配送する」システム

送り主の指定時間に受取人が在宅できずに小
包を再配送する。受取人が受取時間帯を変更
できない、また宅配の時間を事前に知らされず、
待たなく手はならない。こうした現行の送り主指
定時間帯配送が引き起こす有害作用に関わる
矛盾を解決するシステムとして「宅急便メール
通知サービス」というシステムが開発され、進
化レベルが上昇する。（レベル３：便利さ）

小包を送り主の指定時間に受取人に届ける「時間帯お届け
サービス」というシステム（レベル２：信頼性） 進化したシス
テムが開発されても要求される状況があれば存続する。

導入期 成長期 成熟期 衰退期

進化トレンド「顧客の購入の視点」
・進化レベル１：品質
・進化レベル２：信頼性
・進化レベル３：便利さ
・進化レベル４：価格 （注 ）

システム・サブシステムのライフサイクル



進化トレンド 15
自由度

・１つの自由度 ・２つの自由度 ・３つの自由度 ・４つの自由度

1983年
宅急便エリア
拡大

1988年
サイズ拡大

1983年
スキー宅急便

1988年
夜間お届け
サービス開始

1997年
全国ネットワー
ク完成

1994年
サイズ拡大

1984年
ゴルフ宅急便

1998年
時間帯お届け
サービス開始

1987年
UPS宅急便

1988年
クール宅急便
全国展開

2004年
ドライバーダイ
レクト開始

開発された商品・
サービス

進化トレンド 15
自由度

・１つの自由度 ・２つの自由度 ・３つの自由度 ・４つの自由度

1976年
「宅急便」を開
始（関東一円）

1988年
夜間お届け
サービス開始

2004年
ドライバーダイ
レクト開始

2011年
震災後、被災
者の避難先ま
で配達

1998年
時間帯お届け
サービス開始

2005年
宅急便e-お知
らせシリーズ
スタート

開発された商品・
サービス

進化トレンド「自由度」１つの自由度⇒２つの自由度⇒３つの自由度 …

関わる人： 宅配業者 ⇒ ＋発送人 ⇒ ＋ドライバー ⇒ ＋受取人 ⇒ ＋？

サービスの選択肢： 地域 ⇒ ＋サイズ ⇒ ＋種類 ⇒ ＋時間 ⇒ ＋付加機能 ⇒ ＋？

進化

進化

商品・サービスの拡大



【受発注と輸送・配送、関税手続きを一体化した
グローバル調達支援】システム（現状）

【進化トレンドの定義内容】
定義：【サービスを購入する】
定義：【情報と物流を結合する】
定義：【輸送範囲を拡大する】
定義：【人的作業を軽減する】
定義：【発注者と受注者の行動を調整する】

【特定した進化レベル】
レベル 【便利さ】

レベル 【知識】

レベル 【少数の限界】

レベル 【人間＋自動化ツール】

レベル 【部分調整行動】

【進化レベルの定義内容】
定義：【受発注と物流の統合サービスを

実施している】
定義：【受発注情報と物流情報を

統合している】
定義：【部品メーカーと下請け企業の

ハブ機能が作られている】
定義：【個別の受発注業務を

自動化している】
定義：【物流の納期管理を徹底している】



【受発注と輸送・配送、関税手続きを一体化した
グローバル調達支援】システムの進化系

＜進化トレンドのレベルを上げることによる仮説設定（「新商品・サービス」システム）＞

【不慮の事故でサプライチェーンが切断した場合の新たなサプライチェーンの
確保に向けた顧客への新規調達先の情報提供と短時間配送サービス】システム

【上位の進化レベル】
レベル 【価格】
レベル 【知恵】
レベル 【境界なし】
レベル 【自動化ツール】
レベル 【完全調整行動】

【進化レベルの定義内容】
定義：【扱い量により価格を設定している】
定義：【調達の可能性を予測している】
定義：【海・空・陸の輸送網を統合している】
定義：【配送ルートの自動的な最適化により納期を短縮している】
定義：【サプライチェーンを確実に確保している】

【進化トレンドの定義内容】
定義：【サービスを購入する】
定義：【情報と物流を結合する】
定義：【輸送範囲を拡大する】
定義：【人的作業を軽減する】
定義：【発注者と受注者の行動を調整する】

サブシステムの構築
．サプライチェーン確保のための国内および海外での部品調達先の調査と

技術情報の蓄積、情報網の整備
．物流網・物流拠点の整備 ．交通網予測システムの構築



① 利用者ニーズの探索
② 矛盾の特定
③ 矛盾解決とコンテンツ作成

【現
在

軸
で

の
「新

商
品

・サ
ー

ビ
ス

」

シ
ス

テ
ム

創
出

の
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

】

「新商品・サービス」システム創出の枠組み

解析対象としての
事業の特定

矛盾発見・解決と
「新商品・サービス」システムの

コンテンツ作成

① 市場変化要因の特定

② システムの３カテゴリー
③ サブシステムと４

【 １】

【 ２】

【 ３】 【 ４】

進化トレベルの上昇と
「新商品・サービス」システムの

コンテンツ作成

【 ５】

①進化トレンドの進化レベル上昇と「新商品・サービス」
システムの仮説設定

②スーパーシステムの条件とコンテンツの洗練化

③サブシステムのコンテンツ作成とリンク

【将
来

軸
で

の
「新

商
品

・サ
ー

ビ
ス

」

シ
ス

テ
ム

創
出

の
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

】

パターン①
【 １・２・４・５】

【 １・２・３】

パターン②
【 １・２・３・４・５】市場の変遷と

「商品・サービス」
システムとの関連解析

「商品・サービス」
システムの進化トレンドと

進化レベルの解析



【システムの
３つのカテゴリー】

①「社会への付加価値」に
関する商品・サービス

②「利用者（顧客）への付加価値」
に関する商品・サービス

③ 「ビジネスの基本機能（目的）
に関する商品・サービス

【サブシステムと
のカテゴリー】

① ②
③ ④

【スーパーシステムの
３つのカテゴリー】

①一般的な社会環境
②消費（者）動向
③利用者（顧客）

1985年 1986年 1987年 1988年

一般的な社会環境

プラザ合意
ＮＴＴ，ＪＴ発足
日航ジャンボ機
墜落

カウチポテト族
団塊の世代40
代突入

ＪＲ発足
総合保養地域
整備法制定

青函トンネル
開通

消費（者）動向 通販の普及
「本の宅配」
ヒット商品

高級生鮮食材

利用者（顧客）
個人消費の拡
大

社会への付加価値
サービス

9月：アイドリング
ストップ

利用者（顧客）への
付加価値サービス

10月：時間便
11月：コレクト
サービス

11月：夜間お
届けサービス
開始

小包を配送する
サービス

7月：引越しらくら
くパック

10月:ブックサー
ビス

2月：UPS宅急
便

7月：クール宅
急便全国展開

（機材・梱包材な
ど）

家財道具梱包箱 本専用梱包袋

生鮮食品等取
り扱い箱（クー
ラーボックス）
11月：サイズ
モデルチェン
ジ

（組織編成、業務
遂行に関わる環

境・方法・技術・情
報など）

(使用機材、デバイ
スなど)

業界初専用携帯
端末開発

全国一波無線
5月：運行情報
システムスター
ト

冷凍、冷蔵
付、配送車

(人材、スキル、ノ
ウハウなど）

SD（セールスドラ
イバー）、ターミ
ナル操作、アイド
リングストップを
行う

金銭取り扱い

一般的な
社会環境

高級品、輸
入品ブーム

共働き
インターネッ
ト、携帯電話
普及

消費（者）動向

生鮮食品ギ
フト、産地
直送の野菜
や魚介類

ネットショッピ
ング、ネット
オークション

ネットショッピ
ング、ネット
オークション

利用者（顧客）

自宅まで届け
てほしい
（これまでは
最寄駅留）

指定日に届
けてほしい

朝一番に届
けてほしい

受取人が在
宅の時に届け
てほしい

受取人に配達
時間帯を知ら
せてほしい

受取人の都合
の良い時間帯
に届けてほし
い

年代 1976年 1988年 1992年 1998年 2002年 2005年

いつ届けるか
という視点

不定時
配送

指定日
配送

タイム
サービス

時間帯
お届け

サービス

メール通
知サービ

ス

不在通知
e-メール
サービス
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